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二
千
一
三
臼
十
五
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
一
五
万
六
千
円
で
あ
り
ま
す
。
た
し
ま
し
た
。
そ
の
他
は
内
容
充
実
践
促
所
ず
る
た
め
と
中
小
企
業
振
興
資
金
伴
う
所
定
の
伎
を
積
算
、
計
上
い
た
し

更
に
注
目
す
べ
き
は
大
洲
開
院
赤
字
二
特
別
会
計
に
お
い
て
は
大
洲
病
院
建
備

ωた
め

ωも
の
で
あ
り
小
学
校
及
び
貸
付
に
伴
う
利
子
補
給
を
新
た
に
実
施
た
の
で
あ
り
す
す
Q

千
苦
手
万
四
千
百
一
一
円
、
重
点
一
割
特
別
会
計
喜
め
て
八
主
と
な
り
一
中
学
校
に
そ
れ
ぞ
れ
教
性
と
し
て
必
す
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
い
一
特
別
会
計

字
一
千
五
百
六
万
一
一
一
千
六
百
八
十
九
日
ま
す
が
、
そ
の
予
算
総
烈
は
歳
入
歳
出
一
安
な
康
材
料
認
を
新
た
に
二
十
万
円
計
観
光
資
に
お
い
て
は
二
百
二
十
九
万

ι一
島

国
民
護
保
険
赤
字
一
一
一
民
平
九
万
九
子
白
二
億
八
千
七
百
六
十
七
万
六
千
円
一
よ
い
た
し
ま
し
た
。
更
に
自
転
車
事
一
千
円
を
計
上
し
、
前
年
度
に
比
し
八
十
一
三
億
五
千
八
百

千
七
百
八
十
四
円
、
診
低
所
赤
字
八
百
一
で
め
り
、
国
民
健
康
保
険
大
洲
病
院
事
一
の
新
設
費
四
十
五
万
円
、
校
舎
修
繕
費
一
六
万
五
平
円
を
増
鋭
い
た
斗
ま
し
た
が
一
'
・

1
1
2
l
l

八
十
九
万
二
千
八
百
十
円
、
会
員
雲
計
七
千
百
二
十
七
万
九
千
円
喜
一
八
十
万
円
を
計
上
い
た
し
ま
し
て
喜
一
こ
れ
は
在
霊
長
質
検
査
の
結
果
一
角
十
匹
万
円

一
民
李
四
十
七
万
四
百
二
十
円
、
合
計
一
せ
て
一
般
会
計
と
の
合
計
額
は
七
億
七
一
の
維
持
対
策
と
い
た
し
た
次
方
で
あ
り
一
が
良
質
で
あ
る
霊
を
得
ま
し
た
の
で
「

H
i
l
l
i
-
-
i
l
=

一
四
千
五
百
五
十
一
二
万
八
百
三
十
五
円
の
一
千
一
万
一
千
円
と
な
り
手
。
以
下
本
ま
す
。
温
泉
開
発
を
主
と
し
て
ポ
ー
リ
ン
グ
費
一
片
同
限
協
川
に
金
来
会
計
に

一
季
露
で
あ
り
ま
す
。
一
予
君
主
張
る
も
の
に
つ
い
て
そ
の
大
つ
川
副
説
明
叶
計
上
げ
一
の
五
十
万
円
を
計
上
し
、
良
好
な
る
結
一
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。
一

一
菌
、
国
民
保
険
税

2
2一
再

開

問

位

同

一

い

L
引
。
本
市
の
人
口
構
成
と
襲
撃
一
黒
を
得
れ
ば
今
菌
民
宿
舎
の
建
設
等
一
本
年
度
特
別
会
計
は
大
洲
市
農
業
共
済
一

百
四
十
万
円
あ
り
、
一
方
市
有
財
産
の
一
一
段
日
ト
に
消
防
費
に
つ
い
て
申
し
一
の
室
長
官
、
母
め
て
芝
の
低
一
を
行
な
い
観
光
施
設
を
充
実
す
る
施
策
一
特
別
会
計
の
雲
寺
加
え
ま
し
て
八
一

処
分
は
今
日
ま
で
に
、
森
林
、
土
地
、
一
上
げ
ま
す
。
消
防
団
員
似
の
た
ゆ
ま
一
所
得
者
階
躍
を
有
し
、
生
活
保
議
事
一
と
し
て
措
置
い
た
し
た
手
で
あ
り
ま
一
会
計
と
な
η
ま
す
が
、
そ
の
予
算
詰
一

一
建
物
等
合
せ
て
六
千
欄

J
m
m磯
機

購

繍

輔

鞠

轄

の

実

効

と

な

ら

ず

、

加

12に
今
回
保
一
す
o

一
は
二
億
八
千
七
亘
ハ
十
七
万
六
百
二

一
六
百
六
十
両
立
了
喜
一
日
韓
議
贈
賄
一
議
基
準
の
改
正
に
停
つ
大
巾
引
上
げ
に
試
副
司
社
司
一
号
、
前
年
度
当
初
予
算
よ
り
一
一
…
千
六
一

一
刻
さ
れ
て
い
る
等
、
総
弔
問
誌
に
ど
ザ
ナ
鱗
鱗
憾
噛
艦
購
轍
よ
り
生
活
保
護
資
六
主
四
万
六
千
円
一
刻
市
民
の
福
利
厚
生
施
策
と
し
て
住
吉
ハ
十
七
万
九
千
円
の
増
加
と
な
っ
て
一

一
需
の
財
政
事
情
は
官
ぶ
二
線
機
麟
鱗
齢
購
鶴
一
事
七
、
昨
年
度
に
比
し
一
言
一
一
干
一
宅
建
設
費
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
が
二
お
り
ま
す
o

一

一
極
め
て
霊
を
つ
げ

J
d
d戦
J
J
1
1
叶
鱗
機
購
麟
繍
輯
四
一
一
万
五
子
円
の
増
額
と
な
ろ
の
で
あ
り
一
こ
れ
は
公
的
に
基
づ
く
住
宅
難
解
消
の
一
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
七
千
八
百
一

一

て

お

り

ま

す

の

究

室

一

一

一

議

鱗

瞬

時

ま

す

。

新

華

と

い

た

i
i
;住宅一一
十
五
回

E
i
-
-

一
私
は
へ
つ
議
員
号
制

mvzrvJ叫ん
…
…
日
本
紙
イ
贈
盟
一
一
一
一
普
保
育
所
を
改
築
す
る
こ
と
と
し
一
そ
の
経
費
一
千
三
百
四
十
一
一
一
面
で
あ
一
特
別
会
計
一
千
七
百
二
十
四
万
一
千
円
一

L

4

;

一
の
ご
空
い
た
だ
日
…
…

n
v
h
r一
一

一

ザ

ヤ

時

離

一

一

一

百

iこ
の
ほ
か
喜
一
り

h
i
l
l
-一
童
話
番
一
千
四
十
三
万
五
千
一

一

1
1
1
1
つ
に
は
特
に
昨
年
九
月

E罪
深
一
緊
急
や
む
を
得
な
い
お
に
と
ど
め
、
一
十
万
王
古
三

L円
の
ほ
カ
同
意
一
い
て
可
及
的
速
や
か
窓
越
入
ヤ
鴻
繍
騨
機
蝉
語
、
雲
師
、
国
民
主
君
主
は
一
次
は
保
険
衛
生
費
に
つ
い
て
申
し
上
一
円
、
国
民
護
保
険
奇
病
院
署
特
一

一
市
長
提
案
理
由
説
聞
い
石
川
た
し
ま
し
主
張
立
況
に
一
他
誌
に
県
及
び
凶
に
対
し
て
補
助
汝
一
子
一
億
一
一
千
百
五
十
九
方
向
千
九
百
一
に
正
常
な
る
財
政
の
智
之
繍
磯
機
構
鞠
轍
轡
翻
必
要
不
可
欠
の
童
に
と
ど
め
、
総
額
げ
ま
す
。
健
民
施
策
は
強
力
に
重
し
一

Z一
塁
千
百
平
一
一
日
等
一

有
H
里
民
自
話
見
詰
日
一
語
望
p
jて
許
器
購
錨
一
日
臼
UR千円
f
r
i
j
o
-
-住
民
同
日
比
一

一
ま
し
た
問
一

τ
八
年
変
一
般
幸
子
一
多
数

ω方
々
;
)
丸

H
A量
の
一
て
、
又
市
単
独
に
係
る
も
の
は
、
民
一
円
、
同
利
子
二
百
五
十
二
万
四
千
九
一
日
一
傾
注
す
る
覚
悟
で

2ZnrIr丸
山
…
…
一
川
判
明
山
調
融
鞭
臨
盤
一
-
を
主
体
と
す
る
保
険
認
の
プ
衆
化
、
一
日
前
段
申
し
上
げ
ま
し
た
と
こ
ろ
で
あ
一

一
算
特
別
会
主

BLi--r?の一の
確
保
と
き
て
要
量
計
上
を
一
五

Zひ
襲
来
事
業
費
市
負
担
一

2す

0
3
3一
議
二
一
日
一
一

-JM縄
問

問

一

緑

色

軒

口

信

諮

問

問

問

川

駅

間

片

山

口

丁

、

一

日

量

く

喜

互

に

引

き

民

一

耳
目
1

日
明
日
時
四
一
川
軒
並
ぃ
日
日
け
十
3
1
日
一
芦
田
自
一
川
町
に
H
2
;一一一一一一……トぃ九パ一一一一死

1
離
陣
営
詰

UK河口
市
往
時
限
い

l-HU軒目指竹一

十
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
私
君
臨
一
上

ωた
め
予
算
時
を
い
た
し
ま
し
た
一
;
に
公
表
い
た
し
ぎ
し
た
旦
十
万
一
一
干
凶
百
十
二
円
と
:
;
誇
如
く
霊
祭
震
に
」
し
一
白
ご
努
力
~
一
白
ご
配
制
副
「

i

l

l

-
一
い
何
回
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て
で
一

i

一

一
に
存
ず
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
Q

ヨ
ム
州
、
本
予
霊
は
、
そ
の
性
格
か
ら
一
私
ど
も
の
震
し
て
い
た
以
上
場
三
間
一
一
一
十
卒
、
七
年
度
主
主
主
ま
し
た
昭
和
三
十
八
雲
一
般
会
計
の
て
詩
奉
仕
活
動
、
普
に
全
市
民
の
理
↑
以
に
童
施
策
に
つ
い
て
申
し
上
げ
-
あ
り
ま
す
。
市
民
負
担
の
設
に
つ
き
一
企
業
会
計
に
つ
い
て
は
、
大
洲
市
国
一

一
一
一
十
八
年
度
当
初
予
算
出
磁
当
つ
一
巾
し
ま
す
と
経
常
的
な
も
の
の
ほ
か
は
一
塁
語
望
書
額
面
ん
千
三
百
一
妻
市
常
活
二
十
七
百
凶
十
八
万
五
語
、
歳
入
歳
出
と
も
四
億
て
千
百
一
解
あ
る
ご
協
力
等
の
結
果
裂
を
結
び

τま
す
。
護
施
策
は
本
市
に
と
っ
て
主
ま
し
て
は
、
市
財
務
費
他
市
の
頁
健
康
保
突
出
院
特
別
会
計
の
予
一

=
=
一
一
-
Z
2
1
=
=
-
Z
A
g
-
-
呈
三
一
一
=
一
三
一
一
一
一
三
Z
?
と
=
=
一
ユ
?
玉
三
一
近
来
火
災
の
減
少
を
み
て
い
る
こ
と
に
一
め
て
霊
施
策
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
が
一
状
況
等
を
考
慮
に
入
れ
て
市
民
税
量
一
算
総
額
七
千
百
二
十
じ
万
九
千
円
で
一

C

J
一
対
し
心
か
ら
警
の
意
裏
し
ま
す
。
一
燦
読
ん
の
毒
性
及
員
寄
生
活
水
準
一
減
措
置
を
は
か
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
号
、
こ
れ
が
運
営
は
理
申
し
上
げ
一

桜

は

日

本

の

特

産

で

、

全

国

v

三
杢
巾
消
防
施
設
は
年
々
整
備
し
て
参
つ
↑
の
向
上
自
警
し
て
実
施
さ
れ
た
旦
た
。
こ
れ
が
減
額
量
百
平
亙
ま
し
た
通
り
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
が
一

の
嬰
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
咲
く
時
一
て
は
お
り
ま
す
が
、
各
地
域
の
要
望
を
一
業
主
主
霊
は
、
書
家
一
次
一
程
度
と
撮
る
の
で
あ
り
ま
す
o

一
刷
新
民
病
院
豊
三
宮
り
抜
本
一

期
は
風
土
と
陽
気
の
違
い
で
相
当
の
一
充
す
に
は
今
後
一
段
と
努
力
を
い
た
さ
一
指
定
を
つ
け
て
い
よ
い
よ
事
業
査
の
「
語
、
当
初
予
主
計
上
し
な
か
っ
た
一
円
聖
書
丈
島
需
毒
自
一

聞
き
が
あ
る
。
花
見
は
、
よ
ほ
ど
古
一
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
年
度
に
お
い
て
↑
芳
二
年
度
を
迎
え
る
次
警
号
、
今
一
計
阿
事
業
中
の
束
中
学
校
屋
内
体
主
で
あ
り
ま
す
。
一

く
か
ら
行
た
わ
れ
た
と
文
献
に
品
ら
一
は
、
本
市
河
内
山
施
設
の
沼
崎
計
画
に
従
一
後
の
農
業
型
住
農
業
基
本
法
宇
佐
軌
と
一
館
並
び
に
校
涯
の
諮
問
闘
と
低
開
発
事
業
一
な
お
、
大
洲
病
院
、
上
水
道
会
社
二

れ
る
。
奈
良
朝
、
平
安
朝
、
徳
川
時
一
い
、
可
搬
式
ポ
ン
プ
塔
紋
用
四
輪
白
羽
一
し
て
飛
躍
不
一
段
さ
せ
る
べ
き
)
と
は
諭
-
等
に
つ
い
て
は
、
初
助
起
債
そ
の
他
町
一
は
そ
の
事
業
の
一
諒
佳
と
γγ
聾
腕
絞
の
一

代
な
ど
に
は
も
っ
と
も
盛
ん
で
、
そ
言
は
じ
め
、
そ
の
他
の
宇
如
実
を
は
か
浄
主
た
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
て
、
白
獲
得
易
自
で
あ
り
ま
し
て
こ
れ
一
拡
大
に
か
ん
が
そ
こ
の
際
公
営
事
業
一

の
身
分
の
い
か
ん
を
同
わ
ず
、
お
お
一
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
一
本
年
も
こ
の
趣
旨
に
沿
い
、
所
要
の
一
予
予
確
保
と
震
っ
て
追
加
五
至
上
一
障
壁
改
め
、
詰
話
量
一

げ

さ

に

、

派

子

に

行

な

っ

た

も

の

で

一

d
出
現

f
H目玉
一
一
干
六
百
八
十
一
号
円
を
計
上
い
た
一
院
同
作
時
「

l
l一
波

を

確

立

し

て

言

語

更

一

花

見

も

で

き

な

い

よ

う

よ

叶

蓄

は

広

汎

な

る

議

長

一

し

た

2
3す。
一
次
に
本
草
案
の
段
入
に
つ
い
て
旦
く
目
下
検
討
で
あ
り
ま
す
の
で
、
こ

:

一

も

の

は

、

か

、

生

が

工

ザ

一

れ

な

い

申

告

え

極

め

て

乏

な

お

、

主

果

樹

の

主

君

5
日
引
@
ま
ず
現
に
つ
き
ま
し
一
の
成
架
空
ど
長
記
事
長
し
一

宮

一

元

i
v
f
し
石
の
強
い
料
一
駄
な
条
件
の
よ
に
立
っ
て
一
に
従
来
の
酪
農
振
興
策
と
併
せ
て
県
樹
一
て
は
、
市
民
税
の
軍
側
川
引
を
昂
バ

Z
一

た

い

と

一

任

じ

ま

す

。

一

義
一
と
ま
で
い
わ
れ
た
今
日
一
お
り
ま
す
の
で
、
票
差
の
開
発
の
一
及
び
却
替
の
誌
を
は
か
是
正
し
た
。
そ
の
他
に
つ
い
て
は
山
少
の
一
以
卜
予
算
案
の
大
一
要
と
所
信
の
一
端
一

の
花
見
は
、
そ
心
変
形
ハ
町
一
語
、
告
環
境
の
護
霊
今
後
そ
の
一
め
、
農
林
業
振
興
費
と
し
て
百
九
十
六
一
伸
び
毒
架
し
て
一
望
千
五
百
円
一
に
つ
い
て
申
し
述
べ
て
だ
が
、
訟
一

名
ど
り
で
あ
ろ
う
が
、
庶
一
品
の
楽
し
一
砲
事
付
強
力
に
塁
qJ
る
方
針
で
あ
り
百
四
千
円
そ
計
上
し
ま
し
た
o

農
業
士
一
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
Q
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